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令和４年第９回教育委員会定例会 会議録 

 

 

１ 開催日時 令和４年９月 14日（水）午後１時 30分～午後２時 10分 

 

２ 開催場所 教育委員会室 

 

３ 出席者 

【教育長】 水田 博和  

【委 員】 竹田 卓弘  

【委 員】 大野 みどり  

【委 員】 浅井 敦臣  

【委 員】 向 文緒  

   

【事務局】 教育部長 西野 正康 

 文化スポーツ部長 上田 敦 

 教育総務課長 

 同  課長補佐 

兒島 康万 

田之上 愛子 

  同  担当主査 加藤 恵子 

 学校教育課長 大城 達也 

 同  主幹 村上 洋 

  同  指導主事 

 同  課長補佐 

加藤 喜英 

山口 千夏 

 学校給食課長 加藤 純也 

 文化財課長 村松 一秀 

 野外教育センター所長 木全 敦彦 

  同      主幹 生倉 勉 

 文化・生涯学習課長 田中 芳樹 

 スポーツ課長 金田 浩 

 図書館長 田中 裕子 

 食育推進給食会企画経営課長 長江 泰典 

   

４ 議 題 

⑴ 春日井市立中学校標準服（ブレザータイプ）製造申請の認定について 
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５ 議事概要 

教育長 本日の傍聴者はありません。 

 

教育長 春日井市教育委員会会議規則第６条第２項の規定により、会議録

署名人は、竹田委員を指定。 

 

教育長 

(報告事項) 

１月からの第６波は、オミクロン株が変異を続け、収束をしない

まま６月からの第７波に入り、８月中旬をピークに現在は減少傾向

です。 

 ２学期のスタートに際し、各校に示した感染症対策は今までと大

きく変わるものではありません。２日の校長会議では、今後今まで

にない学校、学級等がクラスターとなる恐れが十分考えられる。各

校には危機感を持って、今までの感染予防策を再度徹底するよう指

導をお願いしました。 

  市内で 13校目となる芝生広場が北城小学校に完成しました。６日

に行われたオープニングセレモニーでは、「きたしろランド」の看板

披露や、児童による合唱で完成を祝いました。児童は芝の感触を確

かめながら、走ったり寝転んだりしてはしゃぐ姿が見られました。 

 ９月１日の「防災の日」にちなんで、９月８日に、給食でも被災

時の食事を想定した「防災を考える給食」を実施しました。非常食

である「救給五目（五目ごはん）」と「豚汁」、「牛乳」という献立で

した。しっかり食べた子、残してしまった子、通常の温かい給食に

感謝の気持ちをもった子がいました。子どもたちの防災意識の向上

と、家庭での話題になることを期待しています。 

 小中学校の野外学習が始まりました。また、運動会、体育大会も

実施されます。学校ごとに内容を精査して、感染症対策を行い実施

する計画を立てています。 

 ９月 26 日より後期の学校訪問が始まります。教育委員の皆様には

よろしくお願いします。 

 

 

 

教育長 

１ 議題 

⑴ 春日井市立中学校標準服（ブレザータイプ）製造申請の認定に

ついて 
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学校教育課長 資料に基づき「春日井市立中学校標準服（ブレザータイプ）製造申

請」の認定について説明。 

※補足１（認定申請は松永株式会社、昭和被服総業株式会社、株式会

社トンボ名古屋支店、名古屋菅公学生服株式会社、有限会社カトウ衣

料及び瀧本株式会社名古屋支店の６者） 

※補足２（申請No.２松永株式会社 夏Ⅱ型スラックス、No.３株式会

社トンボ名古屋支店 夏Ⅱ型スラックス、No.６瀧本株式会社名古屋

支店 Ⅱ型スラックスについて、サンプルが仕様書と異なるため事務

局により不合格） 

補足３（申請No.４名古屋菅公学生服株式会社のⅠ型ブレザー（P100）

及びⅡ型ブレザー（P100）について、書類に不備があったため事務局

により不合格） 

 

教育長、教育

委員 

（サンプルを確認） 

 

  

教育長 採決の結果、全員一致で「認定するもの」と決定。 

 

 

 〇参考資料について 

 

大野委員 スクールサインについて、小学生もいじめについて発信できること

は良いことだと思っている。 

どの学年からの投稿件数が多いか。また、同一人物から何度も投稿

するようなことがあっても、それぞれ１件として計上しているのか。 

 

学校教育課長 どの学年からの投稿件数が多いかは、各校のスクールサインの取り

扱いが異なっているため、傾向は分かりづらい。 

 同一人物からの投稿については、今までと同様それぞれ１件として

計上している。 

匿名のため類推だが、中学生は同一人物が何度も投稿しているとい

うのを感じたが、小学生の場合は繰り返し訴えるということはあまり

感じられない。 
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向委員 スクールサインについて、対応不要としたものはその後どうなるの

か。 

 

学校教育課長  すべて記録している。 

 

向委員  匿名投稿ということであるが、同じ子どもが繰り返し投稿している

のは内容から分かるということか。 

 

学校教育課長  ご質問のとおり。 

 

向委員  対応不要の注釈欄に「実在の人物、出来事ではないことが確認され

た」とあるが、そのことの方が心配である。そういったことが繰り返

される場合、精神不調の始まりであったりする恐れがあるが、どう扱

われているか。 

 

学校教育課長 匿名投稿ではあるが、誰のことに関するものか記載する欄がある。 

例えば、そこに偽名が書かれてあっても、投稿内容を学校で確認は

している。事務局で偽名や実在の人物がいないということだけをもっ

てして何も対応しないということはなく、分かる範囲で学年や部活動

を絞って学校に確認している。今後も漏れがないようにしていきた

い。 

 

浅井委員 スクールサインについて、準備ができたら始めているとのことだ

が、学校によって異なるのか。 

 

学校教育課長 ご質問のとおり。事務局からは各校へ夏休み前に始められる準備を

依頼しており、開始日はそれぞれだが、ほぼすべての学校が７月から

開始している。 

 

上記のとおり、議事の経過及びその結果を明確にするためにこの会議録を作成

し、教育長及び指定された会議録署名人が署名する。 
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令和 ４年 10月 12日 

 

教育長  水田 博和                 

 

 

署名人  竹田 卓弘              


